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狩猟鳥モニタリングに係るアンケート調査案 

 

 

１．目的 

生息状況の変化に係る情報の少ない狩猟鳥について、その狩猟対象としての魅力（資源性等）

の現状を把握し、近年の捕獲動向との関係性等について明らかにするとともに、今後の狩猟鳥

のモニタリング手法を検討するための資料とすることを目的とする。 

 

 

２．調査対象種 

 平成 24 年度検討会において、追加的なモニタリング情報が必要と判断された在来の狩猟鳥

類（ヤマドリ、バン、ヤマシギ、タシギ）及び近年の生息状況に係る情報が比較的少ないと考

えられる狩猟鳥類（クロガモ、エゾライチョウ）を加えた６種を対象とする。 

  

 

３．アンケート対象と方法 

主に鳥を狩猟対象としている（一社）全日本狩猟倶楽部の全国の会員（約 300人）に対して、

郵送によるアンケートを実施。なお、アンケート対象種の生息状況を踏まえて、北海道在住者

へは、エゾライチョウとクロガモの２種についてのみ、他の地域在住者へは、エゾライチョウ

以外の５種についてのアンケートを送付する。 

 

 

４．アンケート項目（案） 

（１）回答者の属性について 

 性別、年齢、主な狩猟対象、狩猟免許の種類、狩猟年数等 

 

（２）狩猟対象種としての資源性等について（対象種ごとに回答） 

① 対象種の主な猟場（都道府県名、市町村名） 

② 狩猟免許取得時と比較した生息数の動向（増えた/減った/変わらない） 

③ 狩猟免許取得時は今より獲りたいと思っていたか（はい/いいえ）   

また当時は、今よりも対象種を獲る目的で出猟していたか（はい/いいえ） 

④ 現在、狩猟対象として積極的に獲りたいか（はい/いいえ） 

⇒回答の理由（選択：肉利用／ゲーム性／その他） 

⑤ 実際に、現在も対象種を獲る目的で出猟しているか（はい/いいえ） 

⇒はいの場合、一番狩猟に適した時期（月）とその理由 

   ⇒いいえの理由（選択：時間／体力／危険性／生息数の変化／その他） 

⑥ 実際に出猟した際、免許取得当時より多く獲れているか（はい/いいえ） 

   ⇒回答の理由（選択：体力／技術／出猟回数／出猟範囲／生息数） 

⑦ 現在、身近に対象種を目的で出猟している人はいるか（はい/いいえ） 

   ⇒はいの場合、その人数 

また、身近に対象種を目的で出猟している人は、回答者が免許を取得した当時と比べて

どうなったか（増えた／減った／変わらない） 

 

資料 ３ 
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１．ヤマシギの主な猟場（市区町村まで、可能であれば以下の地名まで）をご記入下さい。 

         都・府・県           市・区・町・村               

 

２．狩猟免許取得当時と比べて、主な猟場でのヤマシギの生息数は、近年ではどうなったと思いますか。

（ 増えた ／ 減った ／ 変わらない ） 

 

３．狩猟免許取得当時は、今よりヤマシギを獲りたいと思っていましたか（ はい ／ いいえ ） 

  また当時は今よりもヤマシギを獲る目的で出猟していましたか（ はい ／ いいえ ） 

 

４．現在、狩猟対象として積極的にヤマシギを獲りたいですか（ はい ／ いいえ ） 

⇒「はい」の場合の理由を選択して下さい（複数回答可） 

（ 肉の利用 ／獲ることが楽しい ／  その他：                        ） 

⇒「いいえ」の場合の理由を選択して下さい（複数回答可） 

（ 肉利用しない ／獲ることが楽しくない ／ その他：                     ） 

 

５．実際に、現在もヤマシギを獲る目的で出猟していますか。（ はい ／ いいえ ） 

⇒「はい」の場合、一番狩猟に適した時期とその理由をお答え下さい 

 （   月）、 その理由（                             ） 

（                                         ） 

⇒「いいえ」の場合、理由を選択して下さい。 

（ 時間がない／ 体力がない ／ 事故が怖い ／ 獲物がいない ／ その他：                 ） 

⇒「積極的には獲りたくないが、出猟することがある」という方は、その理由を選択下さい。 

（猟友から誘われる／ その他：                                            ） 

 

６．現在、実際に出猟した際、免許取得当時より多く獲れていますか（ はい ／ いいえ ／ 変わらない ） 

⇒「はい」の場合、原因と思うものを選択して下さい（複数回答可） 

（ 技術向上 ／ 出猟数増加 ／ 出猟範囲が広がった ／ 獲物が増えた ） 

⇒「いいえ」の場合、原因と思うものを選択して下さい（複数回答可） 

（ 体力低下 ／ 技術低下 ／出猟数減少 ／ 出猟範囲が減った ／ 獲物がいなくなった ）  

 

７．現在、あなた以外で、身近にヤマシギを獲る目的で出猟している人はいますか。 

（ はい：     人程度 ／ いない ） 

また、そのような人の数は、あなたが免許を取得した当時と比べてどうなりましたか。 

（ 増えた ／ 減った ／ 変わらない ） 

 

※別紙に、ご本人についてお聞きする項目がありますので、そちらもご回答お願いいたします。 

 

資料 ３ 

【ヤマシギ】についてお聞きします。 
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１．お名前（任意）                      

２．ご住所（任意） 〒                                

                                           

３．性別（ 男性 ／ 女性 ）       

４．年齢（ 20代 ／ 30代 ／ 40代 ／ 50代 ／ 60代 ／ 70代 ／ 80代以上 ） 

５．現在、主に狩猟の対象にしているもの（複数回答可） 

（ 鳥類 ／ 大型獣類（シカ、イノシシ、クマ） ／ 大型以外の獣類 ） 

６．それぞれの免許を最初に受けたのは何年前か、該当する欄に○をつけて下さい。  

 

７．昨年度（平成 25年度）の狩猟期間に、ご自身が登録狩猟（有害駆除を除く）で獲った数を、

種ごとにご記入ください。 

 ヤマドリ バン ヤマシギ タシギ クロガモ 

登録狩猟に 

よる捕獲数 

 

羽 

 

羽 

 

羽 

 

羽 

 

羽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １～３年 ４～６年 ７～９年 10～19年 20～29年 30年以上 

網猟             

わな猟       

第一種銃猟             

第二種銃猟             

今回アンケート対象とした狩猟鳥が増えた・減った、その原因、または今の狩猟制度に関

するご意見など、ご自由にお書きください（環境省担当者が必ず読みます）。 

ご協力、誠にありがとうございました。 

同封の返信用封筒にて、ご返送をお願いいたします。 

【回答者ご本人】についてお聞きします。 


